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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）カチオン化グアーガムと、（Ｂ）カチオン化ローカストビーンガムと、（Ｃ）界
面活性剤とを含有することを特徴とする洗浄剤組成物。
【請求項２】
　さらに、（Ｄ）シリコーン化合物を含有するものである請求項１記載の洗浄剤組成物。
【請求項３】
　高級脂肪酸ジエタノールアミドを含有しないものである請求項１又は２記載の洗浄剤組
成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗浄剤組成物に関し、詳しくは、洗浄性に優れ、洗浄時にはクリーミィであ
りながらかつボリュームのある泡が得られ、使用後の肌や髪につやを与え、みずみずしさ
（うるおい感）を保つことができ、かつ長期間の連用によってもべたつき感が生じず、良
好な仕上り感が得られる洗浄剤組成物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ヘアシャンプーやボディシャンプー、洗顔料等の洗浄剤は、本来の目的である洗
浄性に加えて、豊かな起泡性、クリーミーな泡質、すすぎ性、そして使用後になめらかに
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なるなどの仕上がり感が求められている。増泡や泡質調製については従来から、アニオン
性界面活性剤、両性界面活性剤等の洗浄基剤と組み合わせて、ラウリン酸モノエタノール
アミドやヤシ油脂肪酸ジエタノールアミドなどの高級脂肪酸アルカノールアミドが広く用
いられている（例えば、非特許文献１参照）。また、仕上がり感の調整剤として、特定の
油分やポリマー類を配合するなどの試みが行われてきた（例えば、特許文献１～５参照）
。
【０００３】
　しかしながら、従来の仕上り感調整剤を配合した場合には、泡立ちや泡質が低下する、
すすぎ時の感触が低下する（ぬるつき感やきしみ感を生じる）、長期間の連用によりべた
つき感を生じる、油分やポリマーの皮膜が皮膚表面に残留することにより髪や肌のツヤを
失うなどの問題があった。高級脂肪酸ジエタノールアミドを配合しても油分などによる泡
立ちや泡質の低下は避けられず、これを改良するために高級脂肪酸ジエタノールアミドを
多量に配合した場合には、すすぎ性や仕上がり感に悪影響を及ぼすなどの問題があった。
また、高級脂肪酸モノエタノールアミド等を用いた場合、低温で結晶が析出する場合があ
った。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－７３２５７号公報
【特許文献２】特開平５－１５６２９９号公報
【特許文献３】特表平９－５０１９５１号公報
【特許文献４】特開２００１－６４６７８号公報
【特許文献５】特開平３－８１４００号公報
【非特許文献１】「化粧品原料辞典」，日光ケミカルズ株式会社他，平成３年１１月２９
日発行，ｐ．４８８－４９９，ｐ．４９１，ｐ．５０６，ｐ．５０９－５１０
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記事情において、本発明の目的とするところは、洗浄性に優れ、洗浄時にはクリーミ
ィでありながらかつボリュームのある泡が得られ、使用後の肌や髪につやを与え、みずみ
ずしさ（うるおい感）を保つことができ、かつ長期間の連用によってもべたつき感が生じ
ず、良好な仕上り感が得られる洗浄剤組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者等は、本発明の目的を達成するために鋭意研究した結果、特定のポリマーを組
み合わせて界面活性剤を含有する洗浄剤組成物に配合すると上記欠点が改善されることを
見出し、本発明を完成した。
【０００７】
　すなわち、本発明の請求項１は、（Ａ）カチオン化グアーガムと、（Ｂ）カチオン化ロ
ーカストビーンガムと、（Ｃ）界面活性剤とを含有することを特徴とする洗浄剤組成物で
ある。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によって、洗浄性に優れ、洗浄時にはクリーミィでありながらかつボリュームの
ある泡が得られ、使用後の肌や髪につやを与え、みずみずしさ（うるおい感）を保つこと
ができ、かつ長期間の連用によってもべたつき感が生じず、良好な仕上り感が得られる洗
浄剤組成物を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の構成について詳述する。
【００１０】
　本発明における（Ａ）カチオン化グアーガムは、マメ科の植物グアー（学名：Ｃｉａｍ
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ｏｐｓｉｓ　ｔｅｔｒａｇｏｎｏｌｏｂａ）の種子の胚乳より得られる多糖類であるグア
ーガムをカチオン化したポリマーであり、市販品として、ジャガーＣ－１７、Ｃ－１３Ｓ
（三晶社製）、ラボールガムＣＧ－Ｍ、ラボールガムＣＧ－Ｍ８Ｍ（大日本製薬社製）な
どがある。
【００１１】
　本発明における成分（Ｂ）のカチオン化フェヌグリークガムは、マメ科の植物コロハ（
学名：Ｔｒｉｇｏｎｅｌｌａ　Ｆｏｅｎｕｍ－Ｇｒａｅｃｕｍ）の種子の胚乳より得られ
る多糖類であるフェヌグリークガムをカチオン化したポリマーであり、市販品として、カ
チナールＣＦ－１００、カチナールＣＦ－２００（東邦化学工業社製）などがある。また
、カチオン化タラガムは、マメ科の植物タラ（学名：Ｃａｅｓａｌｐｉｎｉａ　Ｓｐｉｎ
ｏｓａ）の種子の胚乳より得られる多糖類であるタラガムをカチオン化したポリマーであ
り、市販品として、カチナールＣＴＲ－１００、カチナールＣＴＲ－２００（東邦化学工
業社製）などがある。カチオン化ローカストビーンガムは、マメ科の植物カロブ（学名：
Ｃｅｒａｔｏｎｉａ　Ｓｉｌｉｑｕａ）の種子の胚乳より得られる多糖類であるローカス
トビーンガムをカチオン化したポリマーであり、市販品として、カチナールＣＬＢ－１０
０、カチナールＣＬＢ－２００（東邦化学工業社製）などがある。
【００１２】
　上記（Ａ）、（Ｂ）の各ポリマーは、本発明の組成物中にポリマー分として合計０．０
０１～５．０質量％（以下、％と略す。）含有されることが望ましく、さらに望ましくは
０．０１～２．０％含有され、特に望ましくは０．１～１．０％含有される。ポリマー分
が０．００１％より少ないと所望の泡質が得られない場合があり、５．０％を超えて配合
されると、仕上がりがべたつくことがある。また、各ポリマーの配合比は質量比で、（Ａ
）：（Ｂ）＝１０：１～１：１０であることが望ましく、さらに望ましくは５：１～１：
５である。この範囲を外れると、泡質や仕上り感の悪化の原因となる場合がある。
【００１３】
　尚、本発明の組成物中に上記（Ａ）、（Ｂ）に加えて、他のカチオン性ポリマー、例え
ば、カチオン化セルロース誘導体（商品名：ＵＣＡＲＥ　ＰＯＬＹＭＥＲ　ＪＲ－４００
［アマコール社製］、レオガードＧ［ライオン社製］、カチナールＨＣ－２００［東邦化
学工業社製］等）、４級化ポリビニルピロリドン誘導体（商品名：ＧＡＦＱＵＡＴ７３４
及び７５５［ＩＳＰ社製］等）、塩化ジメチルジアリルアンモニウム重合体（商品名：Ｍ
ＥＲＱＵＡＴ　１００（ナルコ社製）など）、塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アク
リルアミド共重合体（商品名：ＭＥＲＱＵＡＴ　５５０、２２００（ナルコ社製）など）
、アクリル酸・塩化ジメチルジアリルアンモニウム共重合体（商品名：ＭＥＲＱＵＡＴ　
２８０、２９５（ナルコ社製）など）、アクリルアミド・アクリル酸・塩化ジメチルジア
リルアンモニウム共重合体（商品名：ＭＥＲＱＵＡＴ　ＰＬＵＳ　３３３０、３３３１（
ナルコ社製）など）、アクリル酸・塩化メタクリルプロピルトリメチルアンモニウム・メ
チルアクリレート共重合体（商品名：ＭＥＲＱＵＡＴ　２００１［ナルコ社製］など）、
ポリグリコールポリアミン縮合物（商品名：ポリコートＮＨ［ヘンケル社製］等）、カチ
オン化澱粉、カチオン化ポリペプタイドなどを、感触調整などの目的で本発明による効果
を損なわない範囲で配合することは差し支えない。
【００１４】
　本発明における（Ｃ）界面活性剤はノニオン性、アニオン性、カチオン性、両性、半極
性のいずれでもよく、特にアニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、半極性界面活性剤、
糖系ノニオン系界面活性剤などが洗浄性、起泡性の面から好ましい。
【００１５】
　好ましい界面活性剤の具体例としては、アニオン性界面活性剤として、脂肪酸石けん、
アルキル硫酸塩型界面活性剤、アルキルエーテル硫酸塩型界面活性剤、オレフィンスルホ
ン酸塩型界面活性剤、リン酸エステル型界面活性剤、アルキルエーテルカルボン酸塩型界
面活性剤、アミノ酸塩型界面活性剤（サルコシン塩型、β－アラニン塩型、グルタミン酸
塩型、アスパラギン酸塩型など）、スルホコハク酸塩型界面活性剤、タウリン型界面活性
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剤など、両性界面活性剤として、スルホベタイン型両性界面活性剤、アルキルベタイン型
両性界面活性剤、アミドプロピルベタイン型両性界面活性剤、イミダゾリニウムベタイン
型両性界面活性剤など、半極性界面活性剤として、アミンオキシド型界面活性剤など、糖
系ノニオン性界面活性剤として、アルキルグルコシド、糖脂肪酸エステルなどが挙げられ
る。これらの界面活性剤の親油基としては、直鎖のものでも分岐のものでも、また、一部
他の官能基によって修飾されているものでも良く、アシル基またはアルキル基である場合
には通常平均炭素数が８～２２の直鎖または分岐のものが好ましく用いられる。また、こ
れらの界面活性剤は、アルキレンオキシド構造、アミド構造、ヒドロキシル基などを分子
中に有していても良い。これらの界面活性剤は、１種または２種以上を混合して用いるこ
とができ、通常、洗浄剤組成物中に０．１～５０％配合することが好ましい。
【００１６】
　本発明によれば、通常、泡立ちや泡質の低下の原因となるシリコーン化合物を含有する
場合においても所望の効果を得ることができる。本発明において使用できる（Ｄ）シリコ
ーン化合物としては特に限定されず、いずれのものも用いられる。このようなシリコーン
化合物として例えば、ジメチルポリシロキサン、ジヒドロキシジメチルポリシロキサン（
別名：ジメチコノール）、メチルフェニルポリシロキサン、アミノ変性シリコーン、脂肪
酸変性シリコーン、アルコール変性シリコーン、脂肪族アルコール変性シリコーン、ポリ
エーテル変性シリコーン、エポキシ変性シリコーン、フッ素基含有変性シリコーン、環状
シリコーン、アルキル変性シリコーン、ベタイン基含有変性シリコーン、又はこれらの共
変性シリコーン等が挙げられる。優れたコンディショニング効果を付与するためには、こ
れらシロキサン化合物のうち不揮発性のもの、特にジメチルポリシロキサン、ジヒドロキ
シジメチルポリシロキサン（別名：ジメチコノール）、メチルフェニルポリシロキサン、
ポリエーテル変性シリコーン、アミノ変性シリコーン、アルキル変性シリコーン、フッ素
基含有変性シリコーン及びアルコキシ変性シリコーン等が望ましく、その中でもパーフル
オロポリオキシアルキレン変性シリコーン又はジメチルポリシロキサン、ジヒドロキシジ
メチルポリシロキサン（別名：ジメチコノール）がさらに望ましい。
【００１７】
　これらのシリコーン化合物の動粘度は特に限定されず、２５℃において１００ｍｍ２／
ｓ～５０００００００ｍｍ２／ｓのものが好ましく用いられ、、さらに好ましくは５００
０ｍｍ２／ｓ～１０００００００ｍｍ２／ｓ、特に好ましくは１００００ｍｍ２／ｓ～５
００００００ｍｍ２／ｓの粘度を有するものが用いられる。
【００１８】
　また、これらのシリコーン化合物は一種又は二種以上を混合して使用することができ、
使用性を損なわない範囲で十分なコンディショニング効果を与えるためには、本発明組成
物中に０．０１～２５％配合されることが望ましい。
【００１９】
　本発明の組成物によれば、従来、増泡効果や増粘効果を期待して汎用されている高級脂
肪酸ジエタノールアミドを実質的に配合しなくても所望の効果を得ることができ、高級脂
肪酸ジエタノールアミドを多量に配合することによるすすぎ性や仕上がり感の欠点を解消
することができる。尚、高級脂肪酸ジエタノールアミドを含有する混合原料を添加剤とし
て配合する場合や、他の効果を期待して高級脂肪酸ジエタノールアミドを配合することは
、本発明の目的とする性能に影響しない範囲であれば問題ない。尚、実質的に配合しない
とは、本発明の組成物中の配合量が１％以下であり、好ましくは０．１％以下、さらに好
ましくは０％である。
【００２０】
　本発明の洗浄剤組成物は所望により、洗浄剤に一般に配合される成分、例えば、各種界
面活性剤、高級アルコール、ラノリン誘導体、ポリエチレングリコールの脂肪酸エステル
類等の油性成分、プロピレングリコール、グリセリン、ポリエチレングリコール等の保湿
成分、脂肪酸エチレングリコール等のパール光沢剤、他の水溶性高分子化合物（ノニオン
性、アニオン性などを含む）、動植物由来の抽出物、金属イオン封鎖剤、防腐剤、ｐＨ調
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整剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、色素及び香料等を適宜配合することができる。
【００２１】
　また、本発明の洗浄剤組成物は、頭髪や身体各部の皮膚洗浄剤のいずれにも適用でき、
ヘアシャンプー、ボディシャンプー、ハンドソープ、洗顔剤等の身体用洗浄剤として好適
に使用できる。また、固形、液体、クリーム状、ジェル状、エアゾールフォーム、ポンプ
フォーム、スクイズフォーム、ミスト等様々な形態のものとして用いることができ、望ま
しくは液体洗浄料として用いられる。
【実施例】
【００２２】
　次に本発明を実施例をもって詳細に説明するが、本発明はこれにより限定されるもので
はない。
　なお、以下に実施例として示した組成物のうち、実施例３及び実施例１７以外のものは
参考例であって、特許請求の範囲に包含されるものではない。
　実施例に先立ち、各実施例で採用した試験法、評価法を説明する。
【００２３】
ａ）洗浄性試験法
　５ｃｍ×５ｃｍのウールモスリン布にラノリン７％及びスダンＩＩＩ　０．００５％の
クロロホルム溶液０．４ｍＬを均一に塗布し、乾燥させ、この汚染布を３％の洗浄剤溶液
４０ｍＬが入った約１００ｍＬのガラス製シリンダー中に入れ、４０℃の恒温槽中で１５
分間振盪し、汚染布を流水中でよく濯ぎ、乾燥させ、反射率を調べ、次式により洗浄率を
求めた。
【００２４】
また、評価の基準を次のように設定した。
◎・・・洗浄性優秀　　洗浄率８５％以上
○・・・洗浄性良好　　洗浄率７０％以上８５％未満
△・・・洗浄性普通　　洗浄率５５％以上７０％未満
×・・・洗浄性不良　　洗浄率５５％未満
【００２５】
ｂ）使用感・仕上がり感試験法（ハーフヘッド法）
　パネル（３０人）が頭髪を左右半々に分け、一方にコントロールとして、下記組成のシ
ャンプーを、他方に試料をそれぞれ塗布し、同時に洗髪した時の泡立ち及び泡質と、毛髪
を乾燥させた後の、うるおい感、べたつきのなさ及びツヤ等の仕上がり感を官能評価した
。また、洗髪を上記と同様に１日１回行い、３０日間連続使用を行った後の毛髪の仕上が
り感（うるおい感、べたつきのなさ及びツヤ）について官能評価を行った。
【００２６】
　コントロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
・ポリオキシエチレン（３）ラウリルエーテル硫酸ナトリウム　　　２０．０
・カチオン化グアーガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：ジャガーＣ－１３Ｓ［三晶社製］）　　　　　　　　　　０．３
・精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　余
【００２７】
　また、評価の基準を次のように設定した。
◎・・・コントロールより良いと答えた人数が１９名以上
○・・・コントロールより良いと答えた人数が１６～１８名
△・・・コントロールより良いと答えた人数が８～１５名
×・・・コントロールより良いと答えた人数が７名以下
【００２８】
・実施例１～１２及び比較例１～５
　表１に記載の配合組成よりなるヘアシャンプーを常法により調製し、泡立ち、泡質、仕
上り感（うるおい感、べたつきのなさ及びツヤ）を評価し、その結果を表１に示した。
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【００２９】
【表１】

【００３０】
　表１より明らかなように、本発明の成分を用いた実施例１～１２のヘアシャンプーはい
ずれも優れた性能を示していた。
【００３１】
　一方、比較例１～５では、洗浄性、泡立ち、泡質、仕上がり感（直後、連用後）のいず
れかの特性が劣っており、本発明の目的を達成できなかった。
【００３２】
実施例１３（ヘアシャンプー）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）　
・ＰＯＥ（２）ラウリルエーテル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　５．０　
・ラウロイル－Ｎ－メチル－β－アラニンナトリウム　　　　　　　　５．０　
・ラウリン酸アミドプロピルベタイン　　　　　　　　　　　　　　１０．０　
・ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　　　１．０　
・塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体液　　　　　　
　（約９％）（商品名：ＭＥＲＱＵＡＴ　５５０［ナルコ社製］）　　５．０　
・カチオン化タラガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：カチナールＣＴＲ－２００［東邦化学工業社製］）　　　０．２　
・カチオン化フェヌグリークガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：カチナールＣＦ－１００［東邦化学工業社製］）　　　　０．１　
・カチオン化グアーガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：ラボールガムＣＧ－Ｍ；大日本製薬社製）　　　　　　　０．１　
・高分子シリコン水性乳濁液（商品名：ＢＹ２２－０２９　　　　　　　　　　
　　　　　　　［東レ・ダウ　コーニング・シリコーン社製］）　　　２．０　
・加水分解コムギ液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：ＧＬＵＡＤＩＮ　ＷＬＭ［コグニス社製］）　　　　　　０．５　
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０　
・ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０　
・サボンソウ抽出物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：サボンソウ抽出液ＢＧ［丸善製薬社製］）　　　　　　　０．０５
・レモン果実抽出物（商品名：レモン抽出液ＢＧ［丸善製薬社製］）　０．１　
・ＥＤＴＡ－２Ｎａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１　
・メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２　
・安息香酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２　
・クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量　
・香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量　
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
【００３３】
　上記成分を均一に混合して調製した上記組成のシャンプー（ｐＨ５．５）は、洗浄性、
泡立ち、泡質、仕上がり感（直後、連用後）のいずれにおいても、良好な結果を得た。
【００３４】
実施例１４（ヘアシャンプー）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）　
・ＰＯＥ（２）ラウリルエーテル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　１０．０　
・ラウロイルメチル－β－アラニンナトリウム　　　　　　　　　　　　３．０　
・Ｎ－ラウロイル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－　　　　　　　　　　　　　　　
　　ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン液　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：ソフタゾリンＣＬ［川研ファインケミカル社製］）　　　　２．０　
・ラウリン酸アミドプロピルベタイン　　　　　　　　　　　　　　　　３．０　
・ラウリン酸モノイソプロパノールアミド　　　　　　　　　　　　　　１．０　
・ＰＯＥセトステアリルヒドロキシミリスチレンエーテル　　　　　　　　　　　
　（商品名：エルファコスＧＴ２８２Ｓ；ライオンアクゾ社製）　　　　０．２　
・エチレングリコールジステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　２．０　
・高分子シリコン水性乳濁液（商品名：ＢＹ２２－０５０Ａ　　　　　　　　　　
　　　　　　　［東レ・ダウ　コーニング・シリコーン社製］）　　　　３．０　
・加水分解コムギ液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：プロモイスＷＧ［成和化成社製］）　　　　　　　　　　　０．５　
・シリル化ペプチド誘導体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：プロモイスＳ－７００ＳＩＧ［成和化成社製］）　　　　　０．５　
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・アクリル酸・塩化メタクリルプロピルトリメチルアンモニウム・　　　　　　　
　　メチルアクリレート共重合体液（約２１％）　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：ＭＥＲＱＵＡＴ　２００１［ナルコ社製］）　　　　　　　１．０　
・アクリルアミド・アクリル酸・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　塩化ジメチルジアリルアンモニウム共重合体液（約１０％）　　　　　　　　
　（商品名：ＭＥＲＱＵＡＴ　ＰＬＵＳ　３３３０［ナルコ社製］）　　１．０　
・カチオン化タラガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：カチナールＣＴＲ－１００［東邦化学工業社製］）　　　　０．１５
・カチオン化グアーガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：ジャガーＣ－１３Ｓ［三晶社製］）　　　　　　　　　　　０．１５
・プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０　
・トウキンセンカ抽出物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：トウキンセンカ抽出液ＢＧ［丸善製薬社製］）　　　　　　０．１　
・ＥＤＴＡ－２Ｎａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１　
・クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量　
・パラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２　
・安息香酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３　
・香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量　
・精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　余　
【００３５】
　上記成分を均一に混合して調製した上記組成のシャンプー（ｐＨ６．０）は、洗浄性、
泡立ち、泡質、仕上がり感（直後、連用後）のいずれにおいても、良好な結果を得た。
【００３６】
実施例１５（ボディシャンプー）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
・ラウリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．０
・ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．０
・パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．０
・ＰＯＥ（３）ラウリルエーテル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　５．０
・ヤシ油脂肪酸アシルグルタミン酸トリエタノールアミン　　　　　　５．０
・ラウリン酸アミドプロピルベタイン　　　　　　　　　　　　　　　１．５
・２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－　　　　　　　　　　　　　　
　　　ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン　　　　　　　　　　　　
　（商品名：ソフタゾリンＣＬ－Ｒ；川研ファインケミカル社製）　　１．０
・塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体液　　　　　
　（約９％）（商品名：ＭＥＲＱＵＡＴ　５５０；ナルコ社製）　　　１．０
・カチオン化フェヌグリークガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：カチナールＣＦ－１００［東邦化学工業社製］）　　　　０．１
・カチオン化タラガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：カチナールＣＴＲ－２００［東邦化学工業社製］）　　　０．２
・カチオン化グアーガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：ジャガーＣ－１７［三晶社製］）　　　　　　　　　　　０．１
・ジステアリン酸エチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　２．０
・ヒドロキシプロピルメチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　０．３
・ＰＯＥセトステアリルヒドロキシミリスチレンエーテル　　　　　　　　　
　（商品名：エルファコスＧＴ２８２Ｓ［ライオンアクゾ社製］）　　０．２
・アルキルグルコシド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：ＡＰＧ６００［コグニス社製］）　　　　　　　　　　　２．０
・加水分解コムギ液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：ＧＬＵＡＤＩＮ　Ｗ－２０；コグニス社製）　　　　　　０．５
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・高分子シリコン水性乳濁液（商品名：ＢＹ２２－０２９　　　　　　　　　
　　　［東レ・ダウ　コーニング・シリコーン社製］）　　　　　　　１．０
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
・プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
・ＥＤＴＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
・水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
・香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
【００３７】
　上記成分を均一に混合して調製した上記組成のボディシャンプー（ｐＨ９．０）は、洗
浄性、泡立ち、泡質、仕上がり感（直後、連用後）のいずれにおいても、良好な結果を得
た。
【００３８】
実施例１６（ハンドソープ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）　
・ラウリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０　
・ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０　
・パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０　
・ＰＯＥ（２）ラウリルエーテル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　８．０　
・パーム核油脂肪酸アミドプロピルベタイン　　　　　　　　　　　　２．５　
・ラウリン酸モノエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　　　　０．５　
・カチオン化タラガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：カチナールＣＴＲ－１００［東邦化学工業社製］）　　　０．０５
・カチオン化グアーガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：ジャガーＣ－１３Ｓ；三晶社製）　　　　　　　　　　　０．２　
・カチオン化セルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：カチナールＬＣ－２００［東邦化学工業社製］）　　　　０．１　
・ポリエーテル変性シリコーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：ＫＦ－６０１１［信越化学工業社製］）　　　　　　　　１．０　
・ジステアリン酸エチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　１．５　
・ヒドロキシエチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３　
・レモンエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：レモン抽出液ＢＧ［丸善製薬社製］）　　　　　　　　　０．２　
・ニンジンエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：ニンジン抽出液ＢＧ［丸善製薬社製］）　　　　　　　　０．２　
・加水分解シルク液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：プロモイスシルク－１０００［成和化成社製］）　　　　１．０　
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０　
・１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０　
・ＥＤＴＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１　
・トリエタノールアミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量　
・香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量　
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
【００３９】
　上記成分を均一に混合して調製した上記組成のハンドソープ（ｐＨ８．５）は、洗浄性
、泡立ち、泡質、仕上がり感（直後、連用後）のいずれにおいても、良好な結果を得た。
【００４０】
実施例１７（洗顔料）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）　
・ラウリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０　
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・ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．０　
・パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０　
・ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０　
・ＰＯＥ（３）ヤシ油アルキルエーテル硫酸ナトリウム　　　　　　　８．０　
・ラウリン酸アミドプロピルベタイン　　　　　　　　　　　　　　　２．５　
・塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体液　　　　　　
　（約９％）（商品名：ＭＥＲＱＵＡＴ　５５０［ナルコ社製］）　　２．０　
・アクリルアミド・アクリル酸・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　塩化ジメチルジアリルアンモニウム共重合体液（約１０％）　　　　　　
　（商品名：ＭＥＲＱＵＡＴ　ＰＬＵＳ　３３３０［ナルコ社製］）　１．０　
・カチオン化タラガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：カチナールＣＴＲ－２００［東邦化学工業社製］）　　　０．０５
・カチオン化ローカストビーンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：カチナールＣＬＢ－１００［東邦化学工業社製］）　　　０．１　
・カチオン化グアーガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：ジャガーＣ－１３Ｓ［三晶社製］）　　　　　　　　　　０．２　
・ポリエーテル変性シリコーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：Ｌ－７００１［日本ユニカー社製］）　　　　　　　　　１．０　
・ジステアリン酸エチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　２．５　
・ユキノシタエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（商品名：ユキノシタ抽出液ＢＧ［丸善製薬社製］）　　　　　　　１．０　
・海藻抽出物（商品名：カイソウ抽出液［丸善製薬社製］）　　　　　０．５　
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０　
・１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０　
・ＥＤＴＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１　
・水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量　
・香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量　
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
【００４１】
　上記成分を均一に混合して調製した上記組成の洗顔料（ｐＨ８．８）は、洗浄性、泡立
ち、泡質、仕上がり感（直後、連用後）のいずれにおいても、良好な結果を得た。
【００４２】
　尚、上記各処方にて用いた香料は下記のものである。
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【表２】

【産業上の利用可能性】
【００４３】
　本発明によって、洗浄性に優れ、洗浄時にはクリーミィでありながらかつボリュームの
ある泡が得られ、使用後の肌や髪につやを与え、みずみずしさ（うるおい感）を保つこと
ができ、かつ長期間の連用によってもべたつき感が生じない洗浄剤組成物を提供すること
ができる。
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